
○今城副議長 次に、新井議員。

〔新井議員質問席へ〕

○新井議員 会派、新政自民の新井章太でございます。本日、９月

定例会におきまして、大要３つの質問をさせていただきます。

１番、持続可能な観光地経営についてでございます。

現在、観光地をめぐる環境は激化しております。多様な旅行者の

獲得や地域間競争の激化、またそれに伴う高度なブランディングや

マーケティングなど、多岐にわたる経営機能が求められております。

また、地域の経済効果を生み出すのみではなく、環境保護、地域住

民の満足度向上など、バランスよく推進が必要なため、地域での体

制確 立や 仕組み づく り という もの が必 要にな って まいる と考 えて

おります。

まず、観光政策の推進や観光地経営などにおける自治体の役割及

び本市としてのその認識を確認してまいります。

（１）番、自治体に求められる機能と本市の優先施策について。

観光を地域の持続的な産業として育てるためには、多岐にわたる機

能が求められております。その中で、本市として観光施策における

自治体の役割と最も重視する機能について伺います。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成 田文 化観光 局長 自治体 に求 めら れてお りま す観光 施策 にお

ける役割といたしましては、歴史や自然、食などの地域資源を生か

した魅力ある施策の推進をはじめ、ハード、ソフト、両面における

受入れ環境の整備、さらには、近隣自治体や関係機関、事業者など

をつなぐ調整役を果たすことであるというふうに考えております。

最も重視する機能につきましては、観光コンテンツの発掘と磨き



上げに加えまして、効果的なプロモーションですとか、官民地域間

の円 滑な 連携調 整と い ったも のを 有機 的かつ バラ ンスよ く機 能さ

せることが、観光施策の効果を最大化するためには不可欠であると

いうふうに考えております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 では、現在、本市の観光課題、観光消費の伸び悩み、

また夜間の消費の不足など、本市の課題は明確かと思います。これ

らの課題に対する現在の優先施策、そしてその事業の成果の測定に

ついて教えてください。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 本市におきましては、観光消費額の拡大に向

けまして、地域内への誘客と宿泊促進を図りますとともに、ハード、

ソフト、両面での事業を展開いたしまして、滞在時間の延長ですと

か周遊を促すことを優先施策としております。具体的には、皆生温

泉におきまして、趣ある照明ですとか遊歩道の整備を進めてまいり

ましたほか、ナイトバブルショーですとか、プロジェクションマッ

ピングなどの夜間イベントを開催することで、回遊性とエンターテ

イメント性の向上に取り組んでいるところでございます。あわせま

して、さばしゃぶをはじめといたします地元グルメの情報発信にも

力を入れておりまして、食を通じた消費拡大にも注力をしておりま

す。

なお、効果測定につきましては、宿泊客数ですとか入り込み客数

といった指標を用いております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。この質問は、７月の定例会で



もさせていただきまして、本市として、夜間の宿泊拠点を生かして、

夜間 の消 費が必 要だ と いうこ とで 話も 述べさ せて いただ きま した

ので、より一層の推進をお願いしたいと思います。

では、続いて、今後、本市がこの地域におけるこの自治体の役割

や機能というものを強化していく中で、今後、本市として強化すべ

きと考えている機能とその体制強化について伺います。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 今後は、データ分析ですとかマーケティング

機能を強化いたしまして、エビデンスに基づきました正確な現状把

握と課題抽出を行っていくことで、効果的な政策立案につなげてま

いりたいというふうに考えております。

具体的には、今年から宿泊者数などの調査対象施設を拡充してお

りまして、より正確な数値の把握に努めておりますほか、来訪者の

興味関心ですとか人流データ、さらには、地域経済への波及効果な

ど、各種データを複合的に活用いたしまして、観光客の周遊動態で

すとか滞在人数を把握し、より実効性の高いプロモーションですと

か施策展開を図ってまいりたいというふうに考えております。

さらには、山陰インバウンド機構ですとか、中海・宍道湖圏域観

光局といった広域観光を担っております関係機関とも、データ共有

ですとか連携を図りまして、体制強化につなげてまいりたいという

ふうに考えております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 このデータ分析につきましては、こちらも、前回の７

月の定例会の中で効果的な施策効果の捕捉をということで、ＲＥＳ

ＡＳ など オープ ンデ ー タも活 用さ れた りとい うこ とで御 答弁 いた



だいておりますので、独自に収集されたデータと併せて、しっかり

高機能なと申しますか、マーケティング、分析っていうものをしっ

かり取り組んでいただきたいなと思います。

この（１）の自治体に求められる機能と役割としましては、近隣

自治体や関係機関、事業者等をつなぐ調整役であること、また本市

の優先施策としては、滞在時間の延長や周遊促進、また食を通じた

消費拡大にも注力していることが分かりました。また、今後、重点

的に強化すべき機能として、データ分析及びマーケティング機能の

強化、効果的な政策立案へということでございますので、様々なデ

ータの複合的な活用を進めていただき、ぜひとも強化のほうをお願

いいたします。

では、続いて、（２）の自治体観光協会やＤＭＯなどとの役割分

担について伺ってまいります。先ほどの答弁の中でも、山陰インバ

ウンド機構という広域連携ＤＭＯの名前が上がりました。また、本

市には、観光協会もございます。この観光を取り巻く環境には、様々

な関係団体、自治体ですとかＤＭＯというものが含まれております。

まず、観光政策の実効性を高めるために、この自治体観光協会、

ＤＭＯの中で、どのような役割分担を整理されているか伺います。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 各組織等の役割分担につきましては、本市は、

基礎自治体といたしまして、観光振興策の方向性を定めましたり、

施設 のハ ード整 備で す とか受 入れ 環境 の整備 など を担っ てお りま

す。また、観光協会には、各種イベントの開催ですとか、皆生海遊

ビーチの運営をはじめといたしまして、さばしゃぶですとか牛骨ラ

ーメンといった地域固有の観光コンテンツの発掘、活用を担ってい



ただいております。

また、山陰インバウンド機構ですとか、中海・宍道湖・大山圏域

観光局といった広域ＤＭＯにおかれましては、広域でのデータ分析

ですとか観光戦略の策定、圏域全体での誘客を推進していただいて

おります。

情報発信事業などにつきましては、各組織で重なっている部分も

ございますが、それぞれの強みですとか本来の役割を整理いたしま

して、緊密に連携しながら、本市の観光振興に取り組んでいるとこ

ろでございます。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 それでは、続きまして、マーケティングですとかプロ

モーションというものは、ＤＭＯが担う領域として観光庁等のホー

ムページなどでは示されております。現状、本市には、ＤＭＯが存

在しておりませんので、先ほど名前が出た山陰インバウンド機構や

中海・宍道湖・大山圏域観光局など、ＤＭＯとの連携が必要になっ

てくるかと思います。そういった中で、広域のＤＭＯにどのような

範囲を委ね、どの範囲を自治体が担うべきと考えているのか伺いま

す。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成 田文 化観光 局長 山陰イ ンバ ウン ド機構 など の広域 ＤＭ Ｏに

担っ てい ただく もの と いたし まし ては 、広域 的な 観光デ ータ の収

集・分析をはじめ、それに基づく広域観光戦略の策定、圏域外から

の誘客プロモーション、広域における二次交通対策などがあると考

えております。

一方、本市は、観光行政を担う基礎自治体といたしまして、観光



拠点 のハ ード整 備で す とか看 板な どの 多言語 化と いった 受入 れ環

境整備のほか、観光資源を生かしました市内コンテンツの磨き上げ

などを担っているところでございます。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 現状、役割分担としては、しっかり分担ができている

と認識されているというふうに感じました。

また、ＤＭＯ、観光地域づくり法人というのを今話題に出させて

いただきました。現在、米子市、本市では、プロモーションですと

か、あと、先ほどの（１）の質問の中で、今後、データ分析ですと

かマーケティングのほうも強化されていきたいということで、少し

この本市が担っていく機能・役割というのは、これまでよりさらに

重くなっていくのかなというふうに、また重要になっていくのかな

というふうに思っております。そういった観点から、今後、本市に

おけるＤＭＯの設立の可能性について伺います。

○今城副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 本 市に お けるＤ ＭＯ の設 立の可 能性 でござ いま すけ

れども、先ほど答弁にもありましたし、また新井議員からの御質問

にもありましたけども、役割として、マーケティング、あるいはプ

ロモーションということでいきますと、今まさに、米子市観光協会

がかなりの部分を担っておりますし、また皆生温泉に関しましては、

旅館組合さんも、特にプロモーションの部分では役割を果たしてい

ただいておられます。そのことだけをもってＤＭＯを設立するべき

かというのは、これは、いろいろ議論があるのではないかと思いま

す。もちろん、議員御質問の分析とか様々なマーケティングのより

深い話につきましてもそうなんですけども、私が思いますに、その



ＤＭＯを設立する一つのメリットは、独立した立場で経営をして、

その 中で マーケ ティ ン グやプ ロモ ーシ ョンを して いくと いう 部分

が非常に重要だと思っておりまして、そのためには、ある程度自立

した 収入 源とい うも の を確保 して いく ことが 必要 だとい うふ うに

思っております。米子市観光協会も、あるいは旅館組合さんも、い

ずれも一部自立収入というのはありますけれども、逆に、市からの

補助金にも頼っている部分があると。この状況でＤＭＯをつくるか

どうかは議論があるとこだというふうに思っておりますが、現在の

ところは、現在の形で役割をしっかりと果たしていくことがより妥

当ではないかという判断の下、現時点におけるそのＤＭＯ設立の予

定はありませんけれども、将来にわたっては、これは状況が変わっ

てく れば 検討す ると い うこと は当 然あ るとい うふ うに思 って おり

ます。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。今のお話の中で、今は適切に

役割分担ですとか、それぞれの組織の特性を踏まえて運営をいただ

いてるということですので、現状のまま、しっかり各団体で連携い

ただきまして、効果的な施策の実施を期待したいと思います。

では、（３）番になります。こちらも、現在、宿泊税というもの

がかなりトレンドになっております。御承知のとおり、近隣でいう

と松江市が導入されまして、現在、出雲市でも検討が進んでいると

ころでございます。新たな観光政策の財源ということで注目されて

いるところでございますので、本市の現在の状況を伺いたいと思い

ます。

まず、宿泊税について伺う前に、現在、入湯税というものは既に



徴収をされていらっしゃると思いますので、現在の入湯税の現状に

ついて、お金の流れですとか使途について、また財源確保の観点で

入湯税を引き上げられている地域ですとか、それを基金化して、い

わゆ るエ リアマ ネジ メ ントに 活用 され るよう な地 域など もご ざい

ますので、そういった考え方が可能性としてあるのかっていうとこ

ろを伺いたいと思います。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 本市におきましては、入湯客１人につき、１

日当たり１５０円の入湯税を課しておりまして、鉱泉浴場の経営者

を特別徴収義務者として、毎月納付いただいているところでござい

ます。

また、その使途につきましては、地方税法に基づき、環境衛生施

設の整備ですとか鉱泉源の保護管理をはじめといたしまして、消防

施設 の整 備です とか 観 光振興 事業 に全 額充当 して いると こで ござ

います。

日帰り入浴者への課税適用ですとか、税額の引上げにつきまして

は、先ほどの各種事業の財源確保につながります一方、利用者の方

へ新たな経済的負担を強いることとなりますので、観光客や市民の

利用控えですとか、事業者の業務負担増が懸念されているところで

ございます。

入湯税を充当する事業につきましては、これまでも国や県の補助

金ですとか、市債、ふるさと納税など、多様な財源を組み合わせる

ことで適切に財源を確保し、実施することができているというふう

に認識をしております。このようなことから、現時点におきまして

は、課税対象の拡大ですとか税額の引上げ、並びに特定基金の積立



てを行う考えはございませんが、今後とも温泉資源の活用と観光振

興のバランスを図りながら、入湯税の適切な運用と効果的な活用に

努めてまいりたいと考えております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。それでは、宿泊税を含む新た

な財源確保の必要性についての見解を伺います。

○今城副議長 長谷川総務部長。

○長谷川総務部長 全国的には、宿泊税などの法定外目的税を導入

している事例が多数ございますことから、財源確保の一つの方策と

考えております。

一方で、本市への導入を検討するに当たりましては、観光振興を

着実に実現するために必要な事業費、事業規模やそれに対する負担

の在り方など、整理すべき課題が多くあることもございます。引き

続き 近隣 の松江 市を は じめと する 先行 事例の 情報 収集に 努め てい

きたいと考えております。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。まだこれからというか、いろ

いろ 御慎 重に考 えら れ ること があ ると いうこ とで 理解い たし まし

た。

仮にということになってしまいますけれども、これからもし検討

をということを想定した場合に、今後の検討時期のめどになるもの

ですとか、導入に当たって想定される障壁などについての見解を伺

います。

○今城副議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 宿泊税の導入につきましては、先ほど総務部



長が答弁いたしましたとおり、今後の観光振興に必要な事業費規模

ですとか、それに対する負担の在り方など、整理すべき課題が多く

ございますことから、まずはそれらの課題整理に着手いたしますと

ともに、宿泊事業者をはじめといたします観光事業者の意見も伺っ

てみたいというふうに考えております。

また、宿泊税導入に当たりましては、課税範囲や税額といった制

度設計はもとより、特別徴収義務者となります宿泊事業者の負担感

ですとか、税の使途に対する納得感の醸成に加えまして、徴収シス

テム の構 築とい うよ う な点を 整理 する 必要が ある という ふう に考

えております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。では、１番の持続可能な観光

地経営については終わります。

２番の公共空間の有効活用について移ってまいります。

現在、米子市、本市では、歩いて楽しいまちづくりというものが

推進されております。こちらの意味は、やはり歩くこと自体が、経

済交流ですとか経済活動とつながっていくということが、やはり理

想的な姿ではないかと思っております。そういった観点から、使い

やすさというものの追求を、ハード整備、ソフト面での両方から構

築を検討していく必要があるのではないかと思っております。

その中で、今回、（１）にもございますように、米子駅周辺エリ

アというのを今回テーマ設定いたしました。先般から例の駅前通り

の実証実験の結果として、実験自体は長期的な展望を踏まえたもの

だというようなものではございましたが、この結果の中で、やはり

イベント時など休日には、やはりこの駅前の流入が増えたというそ



のポジティブなところは、しっかり継続させていく必要があるのか

なというふうに思っております。そういった意味で、市民の皆様の

関心を継続していくように、しっかりこの駅前エリアを活用して、

そう いっ たイベ ント で すとか 商業 的な 利用っ てい うもの が継 続さ

れるように、しっかり進めていく必要があるのではないかというふ

うに考えております。

その上で、（１）番、米子駅周辺エリアの公共空間の利用状況に

ついてを伺ってまいります。例として、米子だんだん広場、文化ホ

ール前多目的広場という２点を挙げさせていただきます。こちらの

各広場の現在の利用状況や年間のイベント開催数など、また定量的

な把握などの方法について伺います。

○今城副議長 山中都市整備部長。

○山 中都 市整備 部長 米子駅 前だ んだ ん広場 の利 用状況 につ きま

しては、イベントなどでの利用件数や利用者数を米子市都市公園条

例に基づく行為許可件数により把握しております。令和７年度の利

用件数は２１件で、利用者数は、申請時の見込みではありますが、

6,８９４人となっております。

続きまして、文化ホール多目的広場の利用状況につきましては、

イベ ント などの 開催 数 や利用 者数 を文 化ホー ルの 指定管 理者 から

提出されます業務月例報告書により把握しております。令和７年度

の利用件数は４８件で、利用者数は１万 6,０１６人となっておりま

す。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 それでは、今の利用状況に対しての評価を伺いますが、

例えば利用が想定より少ないですとか、ある程度の用途に何か偏っ



ているですとか、何か利用上の課題があるのかというところを伺い

ます。

○今城副議長 山中都市整備部長。

○山中都市整備部長 まず、米子駅前だんだん広場ですが、令和５

年４月１日に、鳥取県からの管理の移管を受けて以降、イベントや

飲食の出店など、一定の利用が図られております。利用件数は、年

間２０件から３０件程度で、イベント開催時には多くの方が訪れる

など、にぎわいの創出につながっているものと認識しております。

また、利用者数の把握はできておりませんが、休憩など、日常的な

憩いの場としても利用されているものと考えております。一方で、

冬季の、冬ですね、利用件数が少ないことにつきましては、課題が

あると認識しております。

次に、文化ホール多目的広場につきましては、飲食、物産、音楽

イベントやフリーマーケットなどのコロナ禍を除きますと、年間５

０件前後の利用がございまして、年間を通じ、多用途に利用されて

おります。また、夏季と冬季には、Ｙｏｎａｇｏヒカリマチプロジ

ェクトの一環としまして、広場の白鳥モニュメントや街路樹をライ

トアップし、夜間の駅前エリアに彩りを添えるなど、現状において、

幅広く利用されているものと考えております。

一方で、だんだん広場と同様に、冬季の利用件数が少ないことが

課題であると認識しております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 それでは、本市として、今後、今述べた２つの広場に

対して、どのような利用促進策や機能強化を検討されているのか伺

います。



○今城副議長 山中都市整備部長。

○山中都市整備部長 公共空間の利用促進策についてですが、都市

公園におきまして、これまでも行為許可に係る規制緩和や、米子駅

前だ んだ ん広場 の利 用 予定を ホー ムペ ージに 掲載 するな どの 取組

を進めてきたところでございます。今後につきましても、電子申請

を活用した申請手続の簡素化や、民間事業者からの意見聴取などを

通じまして利用者のニーズを把握しながら、さらなる利用促進に取

り組んでまいります。

公共空間の機能強化につきましては、公園などの整備を行う際に、

キッチンカーの出店スペースや電源設備、自治会行事などに活用で

きる施設の整備など、利用が想定される民間事業者や周辺住民から

の意見をお伺いしながら事業を進めているところでございます。今

後も、利用者や周辺住民のニーズを踏まえ、公共空間の利用目的や

利用形態に応じた機能強化を図りまして、回遊性の向上やにぎわい

の創出につなげてまいりたいと考えております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。では、続いて、（２）の中間

支援機能を活用した管理運営について話題を移してまいります。先

ほどの答弁の中でも、今後の利用促進ですとか、使いやすい機能強

化というところでお話がありました。７月の定例会におきましては、

私、三の丸広場、中海憩いのテラスの活用に関連しまして、都市再

生推進法人というものに関してお伺いをさせていただきました。こ

の根底に近いのが、今日申し上げるこの中間支援というものになり

ます。行政と利用者、いわゆる地域住民の方などの間に入りまして、

例えばこの公共空間でいえば、使い方のコーディネートですとか、



行政 との 利活用 の許 可 をつな いだ りす るよう なそ ういっ た機 能と

いうものが、今、地域課題の解決ということで注目をされていると

ころでございます。

まず、伺いますが、公共空間の利活用を進めるために、民間や地

域団 体を つなぐ 中間 支 援機能 とい うも のも一 つ選 択肢に なる と思

います。本市として、中間支援の機能の必要性をどう捉えておられ

るか伺います。

○今城副議長 山中都市整備部長。

○山中都市整備部長 中間支援機能につきましては、行政と地域住

民、民間事業者などの間に立ち、公園などの公共空間の利活用をコ

ーディネートし、行政による管理だけではなく、新たな活用方法を

生み出していくことで、公共空間の利活用を進める有効な手法の一

つであると認識しております。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 例えば、京都市の公園などは、パークコーディネータ

ーと呼ばれる、この中間支援を活用して、いわゆる市民協働で広場

の利用方法ですとか、そういったニーズを検討していくっていうよ

うな仕組みを採用されているところもございます。

そういったことも踏まえまして、本市では、この駅周辺の公共空

間における中間支援機能を活用していく可能性について伺います。

○今城副議長 山中都市整備部長。

○山中都市整備部長 可能性についてでございますが、民間事業者

など によ ります 中間 支 援機能 を活 用し た公共 空間 の管理 運営 につ

きましては、継続的な活動を行うための財源確保など、自立的な運

営に向けて一定の課題があるものと認識しております。このため、



中間 支援 機能の 活用 に ついて 可能 性を 否定す るも のでは ござ いま

せんが、今後は、その有効性を踏まえつつ、公共空間の管理運営の

在り方や持続可能な仕組みについて検討し、その可能性を見極めて

まいりたいと考えております。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 もし導入を検討した場合に、体制構築や委託方法など、

役割分担など様々な検討が必要かと思います。これまでの経過など

も踏まえまして、本市として具体的な検討状況ですとか、今後の方

向性というところを伺います。

○今城副議長 山中都市整備部長。

○山中都市整備部長 これまでにも、民間事業者による中間支援機

能を 活用 した公 共空 間 の管理 運営 につ きまし て意 見交換 を行 った

事例はございますが、具体的な体制の構築や委託方法、役割分担な

どの検討までは行っておりません。今後も民間事業者から提案があ

った場合には、公共空間の利活用への効果などを見極めながら、管

理運営の在り方について検討してまいりたいと考えております。以

上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。公園をはじめとする公共空間

におけるこの中間支援機能、支援団体という存在は、活用したい人

や団体に対するノウハウの提供や情報発信など、また利用者のニー

ズを 聞き 取り行 政等 に スムー ズに 浸透 させて いく という よう な機

能も、そういうクッション的な存在にもなります。ただ、おっしゃ

るとおり、この支援団体自体が、この支援行為自体をマネタイズを

するっていうのは非常に困難だというふうに伺っておりまして、一



定は、やはりこの中間支援機能というのを行政からの委託業務で立

ち上げ期は行うというふうなのが一般的なことかと思います。今回

の提案として、中間支援機能にこだわるものではないですので、利

活用の促進の手法として、維持管理の手法も含めて、ぜひ多様な検

討を今後も進めていただきたいと思います。

では、最後に、いわゆるハード面での広場の使いやすさというと

ころを検討してまいります。３番のシームレスな空間整備について

伺ってまいります。

まず、直近で、米子城の三の丸広場ですとか、中海憩いのテラス、

また直近でリニューアルされました冨士見２号公園などは、いわゆ

る歩 行空 間との 隔た り をなく して 広場 に立ち 入り やすく する よう

な、いわゆるシームレスな設計っていうものが見られております。

今回のこの設計の意図と、このシームレスな造りというのが、今後

もリ ニュ ーアル する 公 園です とか 整備 などに 適用 されて いく のか

というところを伺います。

○今城副議長 山中都市整備部長。

○山中都市整備部長 本市におきましては、歩いて楽しいまちづく

りの実現に向けて、道路の美装化や公園のリニューアルなど、回遊

性の 向上 やにぎ わい の 創出に 向け た空 間整備 を進 めてい ると ころ

でございます。ウォーカブル推進エリアに位置する冨士見２号公園

のリニューアルにおきましても、道路と公園を連続性のあるシーム

レスな空間といたしまして、歩行者が道路から公園へ自然に入り、

公園 を身 近に感 じな が ら気軽 に利 用で きるよ う整 備した もの でご

ざいます。

今後の公園のリニューアルにおきましては、地域の特性や公園の



立地、利用者のニーズを踏まえまして、それぞれの公園の目的やコ

ンセプトに応じた整備を行ってまいりたいと考えております。以上

です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。市内の公園ですとか、植栽が

こうばあっとあって、外から見えないような、それでくつろげると

いう心理的効果もあるかもしれないんですけど、やはりこのフラッ

トと いう かシー ムレ ス だから こそ 立ち 入りや すい という 設計 もご

ざいますし、また植栽なんかも、逆に入りづらいっていう心理的な

障壁になるっていう、いずれのパターンも考えられるかなと思いま

すので、そこは今後、ニーズに沿って整備を進めていただけるとい

うことで検討いただければと思います。

では、続いてなんですけれども、今回、文化ホールの多目的広場

ということを一つサンプルで扱わせていただきたいと思います。現

在、この多目的広場は、結構、定点観測をしておりますと、広場は

こう斜めに駅のほうから、コンベンションとかイオンのほうに抜け

てい くた めに通 られ る 方とか って いう のが結 構い らっし ゃる かな

と思っております。そうなったときに、今、文化ホール前の広場の

形状っていうのは、噴水ですとかモニュメントですとか、ちょっと

くぼんだ空間などがあって、あまりこの形状がフラットになってい

ないので、結構、ちょっと使いやすさという意味では、あまり高く

ないのかなというふうに思っております。

そこで、この広場の設計当時でのコンセプトですとか、期待され

ていた整備効果というものを伺います。

○今城副議長 成田文化観光局長。



○成田文化観光局長 文化ホール多目的広場につきましては、平成

５年５月に、米子駅前西土地区画整理事業の一環として整備された

ものでございまして、設計に当たりましては、コハクチョウのモニ

ュメントですとか、日野川をイメージしたせせらぎなど、米子らし

い自然や景観を取り入れまして、駅前の都市空間に潤いと親しみを

もたらすことをコンセプトとしております。

整備効果といたしましては、市民や来訪者の憩いや交流の場、イ

ベントを通じたにぎわいの創出に加えまして、文化ホールや隣接す

る商業施設との相乗効果によります回遊性、滞在性の向上など、駅

前エ リア の活性 化を 期 待して 整備 され たもの であ ると認 識を して

おります。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新 井議 員 こ の市 民 や来訪 者の 方の 憩いや 交流 の場と して も期

待されていたということですので、今の落ち着いてたたずめる環境

が、そのコンセプトには合っているのかなと思う反面、やはり、こ

れから歩行者が増えまして、もしイベント利用ですとか、そういっ

たにぎわい創出のために活用するとなりましたら、やはり、そうい

った 目線 での使 いや す さとい うこ との ほうが 重要 になっ てく るの

ではないかと思います。

そこで一つのアイデアということで、提案なんですけれども、多

目的広場をぜひこのフラットな形状に整備しまして、キッチンカー

です とか 屋台な どが 使 いやす いよ うな 形状を 目指 してい ただ きた

いと思いますが、いかがでしょうか。

○今城副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の文 化 ホール 前の 多目 的広場 でご ざいま すけ れど



も、先ほど、成田局長から答弁がありましたとおり、平成５年５月

に完成をしているというところでございます。今から３３年前とい

うところで、やはり、当時は、恐らくですけれども、広場といった

ときに、モニュメントがあったりだとか、噴水があったりだとか、

いってみれば見せる部分っていうんですか、広場そのものが見せる

部分 とし ての存 在価 値 ってい うの が重 視され た当 時の時 代背 景が

あったんじゃないかなというふうに思います。

しかし、議員御指摘のとおり、近年は、やはり広場でいろいろと

イベントを開催しながら、人と人がそこで交流をしたりする、そう

いう よう なにぎ わい 創 出にと って も重 要な拠 点に なって るの が今

の広場であるということからいたしますと、御指摘のとおり、この

フラットな形状にすることができないかという御質問は、これはも

う一理も二理もある、これは重要な御提案だというふうには思って

おります。ただ、一方で、この文化ホールもそうですし、それから

周辺の様々な施設も３０年以上がそれぞれたっていて、今後の在り

方については、そろそろ考えていかなければいけない時期にもなっ

ているということを考えますと、広場だけをフラットにするという

ことでよいのかどうかとか、ちょっともう少し幅広に考えていく必

要があるのではないかなということもありますので、御提案は御提

案として受け止めた上で、我々としてどういう順序で、どういう形

で今後これを検討していくのか、その辺りからもう一回検討はして

いきたいと、そのように考えております。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。

短期的には、個人的な意見として、文化ホール前の広場をより使



いやすくというところは当然あるんですけれども、エリア全体の将

来像というようなこともございましたので、これから、様々な空間

ですとか、周辺にある施設を活用していく中で、それぞれの機能で

すとか役割ですとか、どういった機能を帯びた空間になるのかって

いうことを深く考えた上で、しっかりこのエリアの利活用っていう

のを進めていっていただくというふうに、それがよいかと思ってお

りますので、ぜひよろしくお願いします。

では、最後、３番のキャリア教育の推進について伺ってまいりま

す。

○今城副議長 新井議員、一度お掛けください。

暫時休憩をいたします。

午後２時５１分 休憩

午後３時０９分 再開

○今城副議長 休憩前に引き続き会議を開き、市政一般に対する質

問を続行いたします。

新井議員。

○新井議員 それでは、３番のキャリア教育の推進について伺って

まいります。

今回、題目の中で、創業・起業教育を含むというふうに入れさせ

ていただきました。キャリア教育の多様化ですね、また若者にとっ

て選 択肢 をつく ると い うこと が重 要な 基盤に なり 得ると 考え てお

ります。現在、ふるさと教育などによる郷土愛の醸成とともに、ま

た地 域課 題を見 つけ 解 決に挑 戦す る力 の育成 や地 域で事 業を 生み

出す選択肢など、そういったものが地域の未来を自らつくる人材を

育てる鍵になるのではないかなと思っております。



まず、（１）番の県外進学、就職やＵターン就職などの状況につ

いてです。これは、関連する事象として、一つお伺いをさせていた

だきたいと思います。まず、本市における県外進学率、県外就職率、

そして、Ｕターン就職の状況について、直近のデータをどのように

把握しているか伺います。

○今城副議長 石田経済部長。

○石田経済部長 本市独自のデータはございませんが、各数値につ

きましては、鳥取県が県全体の数値として公表されておられます。

県内の高等学校を卒業され、令和７年４月に進学された方に占める

県外進学率は約７３％でございます。また、令和７年３月に、県内

の高等学校新卒者のうち、就職された方に占める県外就職率は約２

４％でございました。さらに、鳥取県出身者の在籍数上位１００の

大学 など を対象 とし ま したＵ ター ン就 職の状 況に ついて の調 査に

よりますと、令和７年３月に県外の大学などを卒業された鳥取県出

身者の県内就職率は約３１％となってございます。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新 井議 員 な かな か キャリ アと か個 人の人 生設 計って いう のは

おのおのが考えられることではあるんですけど、今伺った数字を見

ると、なかなか数字的には結構深刻だなというふうに感じたところ

でございます。

その上で、こういった現象が、この地域の経済ですとか産業とか、

地域 の人 材確保 など に どのよ うな 影響 が生じ てい ると認 識し てい

るのか、見解を伺います。

○今城副議長 石田経済部長。

○石田経済部長 先ほど答弁をさせていただきましたとおり、県外



に進 学さ れた方 のう ち 、県内 へＵ ター ン就職 され た方の 割合 は３

１％にとどまっておりまして、約７割の方が、そのまま県外で就職

をされている状況でございます。こうした若者の県外流出が続きま

すことは、地元企業の人材確保を困難にし、将来的な担い手不足を

招くことにつながりまして、結果として、企業の成長や事業継続の

みならず、地域経済や産業の基盤にも影響を及ぼす重要な課題であ

ると認識しているところでございます。以上です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 では、そういったＵターン就職の促進のための現行の

施策を、成果ですとか、それをどのように評価しているか、また課

題がある場合は、どの点を改善すべきと感じているかを伺います。

○今城副議長 石田経済部長。

○石田経済部長 現在、若者への就職関連情報の発信に取り組んで

ございますが、事業者の皆様からは、特に、新卒者の採用が困難で

あるとの声が多く上がっておりまして、さらに取組が必要であると

認識してございます。このため、就職活動期だけではなく、より早

い段階から地元企業との接点をつくり、理解や関心を高めていくこ

とも必要であると考えてございます。

これを踏まえまして、就職を意識される前の段階である小学生、

中学生を対象に、地元企業の魅力を知っていただく取組を推進して

おります。具体的には、中学生向けの地元企業見学バスツアーを実

施しておりますほか、今月１２日には、小学生向けの職業体験イベ

ント、キッズビジネスパークｉｎ米子２０２６を開催する予定でも

ございます。今後も早期から地元企業への理解や関心を高めること

と併せ、就職期に向けた情報発信を切れ目なく行いまして、若者が



将来の就職先として地元企業を選択し、Ｕターン就職の促進につな

がるよう取り組んでいきたいというふうに考えてございます。以上

です。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。では、続いて、（２）番に移

ってまいります。現在の小中学校の段階でのキャリア教育の実施内

容について伺います。

○今城副議長 浦林教育長。

○浦林教育長 本市の小中学校におけるキャリア教育では、ふるさ

とに誇りを持ち、生きる基盤を培うふるさと教育と、その基盤の上

に立ち、自らの生き方の道筋を描くキャリア教育を相互に関連づけ

たふるさとキャリア教育としまして、総合的な学習の時間などを中

心に、様々な学習を展開しております。

例えば、米子城や寺町を題材にしまして地域の歴史に触れたり、

米子 のよ さをＰ Ｒす る ＣＭ作 成を 行っ たりす るよ うな学 習を して

いる学校がございます。また、昨年度行いました、本市主催で行い

ましたふるさと教育発表会では、市内中学校における総合的な学習

の時間の成果が紹介され、地域や社会の課題を自分事として捉えた

発表が行われたところでございます。

○今城副議長 新井議員。

○新 井議 員 ふ るさ と キャリ ア教 育の 実施状 況に ついて お伺 いし

ました。

では、こちらの教育の推進の成果と課題があれば、また今後の取

組について伺います。

○今城副議長 浦林教育長。



○浦林教育長 これまでのふるさとキャリア教育を通じまして、子

どもたちには、多様な人と協力する協働性や課題を解決する実行力

といった社会的自立に必要な力や、ふるさと米子への愛着や誇りを

育んできたところでございます。小中学校で、それぞれの発達段階

において多様な人と出会い、様々な考え方に触れることは、子ども

たちのキャリア形成に大きな影響を与えるものと考えております。

また、中学校卒業後や学校以外においても、様々な出会いや学びを

通して、子どもたちの経験が積み重ねられたり、考え方が変わって

いったりするものというふうには考えております。こういったこと

から、子どもたちへの指導の在り方については、絶えず工夫を重ね

ていくことが重要であり、学校や家庭、地域が力を合わせて子ども

たちを育てていきたいと考えております。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 それでは、（３）番、創業・起業教育を含むキャリア

教育の多様化について伺ってまいります。キャリア教育を通じて、

子どもたちが地域の魅力を学び、将来、社会や地域と主体的に関わ

っていく力を育むために、今後、どのような対策を強化していかれ

るか伺います。

○今城副議長 浦林教育長。

○浦林教育長 先ほども述べましたとおり、本市のふるさとキャリ

ア教育は、郷土の自然や文化、人や産業などに触れる中で、ふるさ

と米子への愛着や誇りを育み、それを基盤として児童生徒が自らの

将来 の生 き方の 道筋 を 主体的 に描 く力 を養う こと を大切 にし てお

ります。これまでも各学校におきましては、地域の多様な人材や教

材を活用し、子どもたちが地域に出向き、地域の方と直接触れ合う



機会を設けたり、郷土のよさについて調べたことを発信したりして

きております。そうすることで地域の魅力や地域とのつながりを実

感できる学習となっております。こうした地域での学びや様々な出

会いを通じまして、将来どこでどのような道を選択するか分かりま

せんけれども、ふるさとで培った経験や誇りを胸に、主体的に社会

や地域と関わり合いながら、人生を切り開いていく子どもの育成に

努めていきたいというふうに考えております。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございます。今回、創業・起業教育という

のを載せさせていただきました。文部科学省のほうでも、起業家精

神の育成という言葉が掲げられておりまして、そういった自己で課

題解決する能力ですとか、そういったことの養成っていうのが、こ

のキ ャリ ア教育 の段 階 におい ても 求め られて いる のかな とい うふ

うに感じております。そこで、本市として、起業・創業教育の必要

性をどのように認識しているか伺います。

○今城副議長 浦林教育長。

○浦林教育長 議員のおっしゃる創業・起業教育につきましては、

現行の学習指導要領では明確な定めがないため、公立小学校におい

て、一律に扱うということは難しいというふうに考えております。

しかしながら、創業・起業教育が狙いとしております自ら課題を見

いだし、新たな価値を創出していく力の育成につきましては、子ど

もたちが将来、主体的に社会を切り開き、自立して生きていく上で

必要であるというふうに認識をしております。そうしたことから、

このような視点を含んだ学習を行っていくということは、大切なこ

とだというふうに考えております。



○今城副議長 新井議員。

○新井議員 創業・起業教育は、地域の産業理解や課題力の育成に

もつながります。本市としまして、こういった視点を含んだ学習を

地域 人材 や地元 企業 と 連携し て推 進し ていく こと に対す る御 意見

を伺います。

○今城副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 本市 が 推進し てお りま すふる さと キャリ ア教 育で

は、自己実現に向けて目標や夢を持ち、計画を立てて行動すること

や社会参画意識の醸成、また働くことの意義を理解し、地域の一員

としての自覚を持つことを目指す子どもの姿としております。本市

におきましては、例えば地元企業への職場体験学習や現場で働く方

をゲストティーチャーとして招き、働く意義などについて講話して

いただく取組を実施しております。また、市長や地元企業の方から

提示された課題に対する解決策の提案や地域イベントの企画・運営

に取り組む中学校もございまして、地域社会や企業と連携した実践

的な学びが展開されているというふうに思っております。引き続き、

地域や地元企業等との連携を図りながら、地域と一体となって子ど

もたちを育てていきたいと考えております。

○今城副議長 新井議員。

○新井議員 ありがとうございました。最後にはなりますが、これ

までお話にもありましたように、ふるさとキャリア教育は、個人の

社会的な自立に必要な力ですとか、ふるさと米子への愛着や誇りを

育むためのものであるということでございました。最終的な人生設

計で すと かキャ リア 形 成とい うも のは 個人が 決め ること であ りま

す。また、こういったように、本市で育った人材が国内外に羽ばた



きまして活躍する姿というのも、とても楽しみでありますし、喜ば

しいものであります。ただ一方、やはりそういった人材が本市で活

躍しまして、未来を築いていく姿というものにも併せて期待をした

いところと思っております。起業・創業教育ということで触れさせ

ていただきましたが、こういった地域とのつながりですとか、この

地域 で活 躍する 姿の 創 造って いう もの が選択 肢と して今 後の この

ふる さと におけ る未 来 ってい うも のを 描ける 一助 になる かも しれ

ないというふうに思っております。非常に情緒的な意見にはなって

しまいますが、県外に出られるまでの間に、今取り組んでいただい

ているようなことを引き続き、機会の提供ですとか選択肢の魅力と

いうものを養っていただければ幸いと思います。

以上で質問を終わります。ありがとうございました。


